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《冬道の事故防止》
○ 信号の変わり目を予測し、無理な通過はしない
○ 黄色信号は、「止まれ」です
○ 発進時の「追突」に注意しましょう
○ 交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意しましょう
○ 凍結路面 スピードダウンと車間距離

急ブレーキ・急ハンドル・急発進
「急」のつく操作は、スリップの原因

事故防止のため、「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

構内・バック事故の根絶

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな 、転ぶぞ 、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事
○ 作業中、足を滑らせ、『転倒』 に注意しましょう

○ 作業する時、トラック（荷台も）に乗る時、降りる時は安全靴の底の雪を落とす
○ トラック（荷台も）から降りる時は、路面の状況を確認し、飛び降りることは厳禁
○ ポケットに手を突っ込んで歩かない
○ 積雪時の構内、現場内は細心の注意を払い、常に足元の確認

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

午後９時 PAで歩いていたトラック運転手が
トラックにはねられ意識不明の重体

◇駐車場内は、危険がいっぱい◇
◇駐車場は人や車が無秩序に動くので、事故が多い場所という認識を持ちましょう◇

◇駐車場内は、周囲の安全を確認し、最徐行で走行しましょう◇
２０２５／２／３（月）

２日午後９時半すぎ、滋賀県にある名神高速道路のパーキングエリアで道路を歩いていたトラック運転手の男性
（４６）がトラックにはねられ、病院へ搬送されましたが意識不明の重体です。

「昨夜飲酒して寝たので残っていないと･･･」
午前８時 中央線をはみ出し、ふらつく車

60歳の教員を酒気帯び運転疑いで、現行犯逮捕
教員は、学校に通勤途中

◇飲酒運転 こんなことで、自分の人生を「棒に振ってよいのか」◇
◇飲酒運転･･･平穏な日常を一瞬で悲劇に変えてしまいます◇

２０２５／２／３（月）
３日午前８時前、福岡県の国道で中央線をはみ出しふらついて走る軽乗用車をパトロール中の警察官が発見し、

停止を求めました。基準値の２倍を超えるアルコールが検出されたため男を酒気帯び運転の疑いで現行犯逮捕し
たということです。逮捕されたのは、６０歳の教員で取り調べに対し「昨夜飲酒して寝たので、体にアルコールは
残っていないと思いました」と否認しています。容疑者は学校に通勤途中だったということです。

夜１０時 信号交差点
直進の乗用車と右折の軽乗用車が衝突

直進の乗用車は100ｍ先の壁にぶつかり 27歳の女性が死亡
◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意しましょう◇
◇交差点 直進時は・・・右折車が「来るかもしれない」・・・注意しましょう◇

２０２５／２／３（月）
３１日午後１０時前、三重県の国道の信号交差点で、直進の乗用車と、右折の軽乗用車が衝突しました。乗用車は

１００メートルほど先のガソリンスタンドの壁にぶつかり、運転していた女性（２７）が頭などを強く打って死亡し
ました。軽乗用車を運転していた男性（２６）にケガはありませんでした。


